
第9回 社会保障審議会統計分科会
生活機能分類専門委員会

議 事 次 第

○ 議 事

1 委員長の選出について

2 第 2回 ICFシンポジウム開催について

3 WHO一 DAS2.0に ついて

4 その他
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社会保障審議会統計分科会生活機能分類専門委員会委員名簿

安西 信雄    醤豊循馨挙森経医療研究センター病院 副院長

石川 広己   日本医師会常任理事

岩佐 光章    横浜市総合リハビリテーションセンター 発達精神科医

大川 弥生    瞥童賃肇漢套センター研究所生 ,舌機能賦,舌研究音「部長

大橋 謙策    ソーシャルケアサービス従事者研究協議会代表

大日方 邦子   株式会社電通パブリックリレーションズ

河原 和夫   轟曇履彗甚警李繁奎競医轟授業撃皇題議翼科学分野教授

木村 隆次    日業界異壼猿専門員協会会長

齊藤 秀樹    全国老人クラブ連合会理事 J事務局長

独立行政法人
佐藤 修…   高齢・障害者雇用支援機構障害者職業総合センター

職業センター長

佐藤 久夫    日本社会事業大学福祉学部教授

藤田 伸輔    千葉大学医学部附属病院地域医療連携部教授

(五十音順、敬称略 )



平成 22年 9月 14日

平成 22年度 ICFシ ンポジウムプログラム (案 )

1.日  時  : 平成 23年 1月 下旬 (予定 )

2.場 所 :未 定

3 主 催  : 厚生労働省

4.プログラム

13:00～ 15:10

0 国際的視点から
ICF概 説及び最近の動向について  WHO分類・ター ミノロジー 日標準技官

O ICFの 解説
ICF利 用に当たっての留意点等

15:30～ 17:00

0 専門職の卒前・卒後教育における ICFの活用



WHODAS2.0に ついて

1.概 要

(1) WIl()l)AS2.0と |:よ

WHODAS2.0 (′ I｀hc Worid lleと、lth Orgをll)izatioll Disと lbil ity Assessllellt Sclledtlle)

は、股界保健機関 (ⅥЮ)が開発した健康 と障害について文化的影響を除いて洲1定

する標準ツールである。

(2) 本構  ナ
't

W11()DAS2.0は 、 417舌σ)6/)σ )領lj或 (cl()maill)|こ オ3け る4L7舌推覧育ヒ (1'ulict i`)ll i llg)

の レベルを把握するt,

。第 1(サ:域 :認知 ――理解すること及びコミュニケーションをとること

((logili t i()11)   (1‖ l(l(ヽ 1ヽ〔、11‖ l(lillg :li〕 (l(・ ()inill‖ :li('al ing)

。第 2領域 :H∫動性 ――動くこと及び動き1劇 ること

(M()loi l ity)   (1ll`)vil〕 g ,ln(l g(ヽ tt illg 11ドolln(l)

。第 3領域 :セ ルフケア ー 身の周 リグ)術生に気を/)け ること、更衣、食べる
~■  ‐‐人でいること

(SclF― cal c)(attcnding lo Onc's hygicnc,alで、sing,cating an(|ド taying alttxヽ )

。第 4領域 :人 との交わリ ー 他の人とのかかわり

((1(11 l il〕 ド alo:lg) 
‐
(111t(ヽ raて tヽinH with oth(ヽ 1 1)(lo:)|(｀ )

。第 5領域 :生活 ― 家庭での責任、レジャー、職場や学校

(lン ilc ti(ヽ tiViti(,s)― ((1()11(ヽ 1ヽ1(¬
‐
(lsl)()ilSilli l i t i(,s,|(,i stll(ヽ ,w()lk all(|、 (ヽ 11()`)1)

。第 6領域 :参加 ― コミュニテ ィ活動に加わること、社会への参加

(1)llド tiて lヽp′ lt ioll)  (、 i`)i〕 ling ill(ヽ omml11〕 ity11(ヽ liviti()ド , l)を ll t iて i`l)′ ll illg i11、 o(｀ i(｀ ly)



2.特 徴

(1)lCFへ の直接的な関連づけ

‖10DAS2.0は、TCFの概念的枠組みに基礎をおいている。すべての領域は、ICF

の項 目の包 llri的なセ ッ トから開発されてお り、ICFの 「活動と参加」υ)構成要素

に密接に関係づけられている。

国際生活機能 分類 (ICド )に おいて示 されてい る生活機能 (fШ】ctiolling)と 障害

(disability)の レベル

生γlri機育ヒ(rullctiollinH)σ )レベル 対応する障害 (disability)の レベル
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t'cst.r'ict ions)

異文化‖電υルし較
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使いやすさと人手容易性
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3.利用対象者

公衆衛生専門家、医師、保健医療専 FЧ家 (リ ハビリテ

法 ĺr、 作業療法 lf等 )、 健康政策立案者、社会牟|・学者、

究するllll人等

WHODAS2.0の バージョン

―ション専PЧ家、理学療

障害や健康問題などを研

WH()1)A鋼.0で it、  36

れたぃすべてのバージ

る生活機能 liの 困難 さ

項日、12項 目及び 12+24項 目の 3つのバージョンが開発さ

ョンの質問項目は、選択された 6つσ)領域で 30日 間におけ

をインタビュニする ()のである。



036項 ロバージョン

WHODAS2.0の 3つのバーションの うち最 も詳細である。

利用者は、生活機能の 6つの領域におけるスコアを生成 し、総合的な生活機能

スコアを算定することが出来る。

肯定的に確認 された各項 日に関して、フォローアップは、回答者が特に14NI難を

体験 した 回数 (過去 30日 以内)について質問する。36項 ロバージ ョンは、3つの

Jヽなる形態で利川いJ能である.―インタビュアーの聞き取 り、彼調査者が自ら記
入する自計、代理人による日答。

インタビュアーの開き取 りによる 36項 ロバージョンの平均面接時冊1は 20分で

ある()

012項 ロバージョン

ⅥK)DAS2.0の 12イ :ロ バーションは、時‖J的制約により長いバージョンの調査が

できない場 合、調 riにおける総合白く,な生活機能υ)鯖i易評価、又は健康状態の評価

Fill`グじに役立つ
`,

12Jザ〔11バージョンは、36∫チ:「 |バージョンと同様に、3つの異なる形態で利用可

能で
`|)る
(,一 インタビュアーσ)聞 き取 り、彼調査 Fが 自ら記入づ

い
る自言卜、代理人

による|●1答 .

インタビュアーグ)聞 き取 りによる 12項 卜Jバージョンの 14均面i接時間は 5分であ

る()

012+24項 ロバージョン

Wi10DAS,.0の 12+2′lT貞 ロバーションは、12項 日バ‐―ジョンと 36項 日バージョン

グ)単なる混成物である。これは問題のある生活機能領域を調べるために 12項 目を

使用する。最初の 12項 日に対する肯定的口答に基づいて巨1答者は 24ま での i豊加

質問を与えられる。これは否定的な回答を避ける一方、36項 目を十分に把握 しよ

うとするシンブルな改造型テス トである。

12+271項 ロバーションは、インタビュアーの聞き取 りか、又はコンピュー ター

改造型テ ス トにのみ lrt―用することが出来る。

肯定的に回答された各項 目に対して、フォローアップは、 l・・1答者が特に困難を

体験 した 日数 (i昼去 30日 以内)について質問する。インタビュアーの開き取 りに

よる 12+24項 日バージョンの平均面接時間は 20分である。



3。 WHODAS2.0の 国内への適用について

国内への適用に向けた今後の対応 (案 )

O ICF専 門委員会においてマニュアルを含めた、仮訳の作成。

○ 検討内容を関係省庁、関係部局、関係団体等に送付 し意見聴取を行 う。
・ 集約 した意見をとりまとめ委員会において検討する。

O ICF専門委員会における検討結果を統計分科会に報告。

○  「WIIODA S 2.0日 本語1板」の出1板。




